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思
ひ
通
る
　
す
べ
の
た
ど
さ
も
　
わ
れ
は
無
し

運
ば
ず
て
ま
ね
く
　
月
の
経
ぬ
れ
ば

作
者
未
詳
（
巷
十
一
一
・
二
八
九
二
）

今
日
5
月
1
8
日
は
「
国

際
博
物
館
の
里
で
す
。

国
際
博
辺
間
奏
霞
（
I
C

O
M
）
が
、
博
物
館
が
社

会
に
果
た
す
役
割
を
広
く

普
及
啓
発
す
る
た
め
に
制

定
し
た
記
念
日
で
す
。
博

物
館
と
は
m
u
S
e
u
m

（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
の
訳

語
で
、
博
物
館
だ
け
で
な

く
、
美
術
館
や
科
学
館
、

動
物
園
、
掴
物
園
、
水
族
館

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
い

ず
れ
も
、
資
料
の
収
集
・
保

管
・
展
示
・
調
査
研
究
を

目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

博
物
館
の
収
蔵
品
に

は
、
『
左
装
置
の
写
本

な
ど
も
骸
当
し
ま
す
。
藍

絹
本
（
平
安
時
代
後
期
写
）

は
京
都
国
立
博
物
館
、
元

麿
校
本
（
同
）
は
東
京
国

立
博
物
館
、
金
沢
本
（
同
）

は
公
益
財
団
法
人
前
田
育

徳
会
（
尊
経
閻
文
麿
）
で

保
管
さ
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
国
宝
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
存
す
る
最
古

の
『
哀
蒸
墨
写
本
は
種

本
（
平
安
時
代
中
期
写
）

で
す
が
、
皇
室
の
財
産
で

あ
る
面
物
」
の
た
め
、

文
化
財
保
話
法
に
基
づ
く

国
宝
の
指
定
対
象
外
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
歌
は
、
尼
崎
本
（
京

都
大
学
付
属
図
雷
題

の
巻
十
二
の
断
簡
の
う
ち

の
一
葉
と
し
て
当
館
が
所

蔵
す
る
尼
崎
切
（
平
安
時

代
末
期
～
鎌
倉
時
代
初
期

写
）
に
記
さ
れ
た
歌
で
す
。

軟
の
作
者
も
作
歌
年
代

も
不
明
で
す
が
、
同
じ
巻

に
は
、
よ
く
似
た
「
立
ち

て
居
て
　
す
べ
の
た
と
き

も
　
今
は
無
し
　
妹
に
運

ば
ず
て
　
月
の
経
ぬ
れ

ば
」
　
（
巻
十
二
・
二
八
八

一
）
と
い
う
歌
も
あ
り
ま

す
。
二
八
八
一
番
軟
に
は

さ
ら
に
「
君
が
自
見
ず
て

月
の
麗
ぬ
れ
ば
」
と
い

う
別
伝
も
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
男
性
側
と
女

性
側
、
双
方
の
立
場
か
ら

詠
ま
れ
た
、
い
わ
ば
典
型

的
な
恋
の
歌
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
愛
し
い
人
に
違
え

な
い
日
が
続
く
こ
と
を
喚

く
の
は
、
性
別
も
時
代
も

超
え
て
共
感
さ
れ
る
気
持

ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
も
コ
ロ
ナ
禍
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
十
分
な

対
策
を
取
っ
た
博
物
館
な

ど
の
施
投
で
、
ご
家
族
や

ご
友
人
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
県
立
万
重
安
化
館
企
画

・
研
究
係
長
・
井
上
さ
や

か）

【
訳
】
気
特
を
は
ら
す
方
法
を
ど
う
講
じ
た
ら
よ
い
か
、

私
に
は
何
の
す
べ
も
な
い
。
逢
わ
ず
に
多
く
の
月
が
た

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
。


